
質
問
一

学
校
ト
イ
レ
の
実
態
は
。

二

学
校
ト
イ
レ
改
修
事
例
集
は
。

三

学
校
ト
イ
レ
の
改
修
計
画
は
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

平
成
２１
年

度
の
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、

２２
年
度
に
小
学
校
全
体
で
３０
基
、
中
学

校
全
体
で
１６
基
の
大
便
器
を
洋
式
化
し

た
。
現
在
、
市
内
小
中
学
校
の
洋
式
便

器
は
、
小
学
校
全
体
で
約
２２
㌫
、
中
学

校
全
体
で
約
２７
㌫
と
な
っ
て
い
る
。
車

椅
子
対
応
の
ト
イ
レ
は
、
鶴
ヶ
島
第
一

小
学
校
、
新
町
小
学
校
、
鶴
ヶ
島
中
学

校
に
１
か
所
ず
つ
、
鶴
ヶ
島
第
二
小
学

校
に
は
３
か
所
設
置
し
て
い
る
。

二

文
部
科
学
省
は
、
ト
イ
レ
の
機
能

の
改
善
や
ト
イ
レ
環
境
の
向
上
等
を
促

す
目
的
で
、
２３
年
１１
月
に
学
校
ト
イ
レ

改
修
事
例
集
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
は
、

現
在
の
学
校
の
ト
イ
レ
に
お
け
る
課
題

や
改
修
方
法
、
葛
飾
区
な
ど
の
改
修
事

例
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
学
校
の
ト
イ

レ
の
改
修
を
行
う
場
合
の
参
考
に
な
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

三

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め
る
に
は
、

配
管
な
ど
の
更
新
も
必
要
と
な
る
。
現

在
、
大
規
模
地
震
に
備
え
、
学
校
体
育

館
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
等
を
優
先
し

て
進
め
て
い
る
。
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等

の
大
規
模
改
修
は
、
そ
の
後
計
画
的
に

実
施
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
戦
略
へ
の
取
り
組
み
。

質
問
一

自
治
会
や
支
え
合
い
協
議
会

を
多
世
代
交
流
の
場
と
し
て
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

二

多
世
代
交
流
の
場
の
拡
大
、
創
出

の
取
り
組
み
は
。

三

多
世
代
交
流
の
場
の
拡
大
、
創
出

に
お
け
る
行
政
の
役
割
は
。

四

多
世
代
交
流
の
場
の
拡
大
に
向
け

た
全
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

自
治
会
は
、
地
域

の
中
で
の
住
民
の
役
割
や
居
住
す
る
地

域
の
た
め
の
活
動
を
実
感
す
る
場
で
あ

る
。
地
域
支
え
合
い
協
議
会
は
、
地
域

住
民
だ
け
で
な
く
市
民
活
動
団
体
や
事

業
者
な
ど
多
様
な
人
々
が
交
流
・
連
携

し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
場
と
捉
え
て
い
る
。

二

自
治
会
や
地
域
支
え
合
い
協
議
会

に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
、
交
流
促
進

に
向
け
た
情
報
の
提
供
、
地
域
福
祉
活

動
団
体
の
活
動
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

三

交
流
の
き
っ
か
け
と
な
る
場
の
提

供
や
地
域
に
お
け
る
多
様
な
交
流
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

四

交
流
を
進
め
、
地
域
の
関
係
性
を

濃
く
し
て
い
く
目
的
で
市
民
セ
ン
タ
ー

を
開
設
す
る
。
多
世
代
交
流
の
場
を
広

げ
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
の
拡
大
を
各

種
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

市
の
防
犯
体
制
に
つ
い
て

耐震化工事の後、計画的に実施

できるよう検討していく

大野 洋子 議員

学校トイレの改修を

多
世
代
交
流
の
場
の

更
な
る
創
出
を

出
雲
敏
太
郎
議
員

学校のトイレ

交
流
場
所
の
提
供
や
活
動
支
援
を

行
っ
て
い
く

つるがしま市議会だより第１７０号〔１３〕


